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(57)【要約】
【課題】寒天を含有しない液体培地を用いることにより
寒天による生育阻害の影響を回避可能とし、しかも液体
培地にみられる取り扱いの煩雑さも解消し、さらには自
動化処理へも対応可能な液体培地用足場部材を提供する
。
【解決手段】液体培地３と接触し該液体培地を吸液して
保持する不織布の浸透台部１１と、浸透台部に載置され
浸透台部に吸液された液体培地を透過させる半透膜の透
過性膜部１５と、透過性膜部と密着し板厚が少なくとも
０．４ｍｍ以上の樹脂製部材の板体であって板体に貫通
穴部２３が形成されている区画培養部２０を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体培地と接触し該液体培地を吸液して保持する浸透台部と、
　前記浸透台部に載置され前記浸透台部に吸液された前記液体培地を透過させる半透膜の
透過性膜部と、
　前記透過性膜部と密着する板体であって前記板体に貫通穴部が形成されている区画培養
部とを備える
　ことを特徴とする液体培地用足場部材。
【請求項２】
　前記浸透台部が不織布である請求項１に記載の液体培地用足場部材。
【請求項３】
　前記浸透台部が再生セルロース繊維からなる不織布である請求項１に記載の液体培地用
足場部材。
【請求項４】
　前記透過性膜部が再生セルロースフィルムの半透膜である請求項１ないし３のいずれか
１項に記載の液体培地用足場部材。
【請求項５】
　前記区画培養部における前記貫通穴部は複数個形成されている請求項１ないし４のいず
れか１項に記載の液体培地用足場部材。
【請求項６】
　前記区画培養部の板厚が少なくとも０．４ｍｍ以上である請求項１ないし５のいずれか
１項に記載の液体培地用足場部材。
【請求項７】
　前記区画培養部が樹脂製部材である請求項１ないし６のいずれか１項に記載の液体培地
用足場部材。
【請求項８】
　前記区画培養部の背面側に接着剤が塗布されて前記透過性膜部と密着している請求項１
ないし７のいずれか１項に記載の液体培地用足場部材。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体培地用足場部材に関し、特に寒天による生育阻害の影響を受けやすい生
物種の培養に好適であり区画性に優れた液体培地用足場部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自然界に生育する微生物を単離する場合、土壌等の環境試料を採取し適度に希釈後、栄
養分を溶解した平板状の寒天培地に塗布もしくはスラント状の寒天培地に接種し、コロニ
ーの生成により微生物の生育を確認していた。そして、微生物のコロニーを分取しさらに
別の寒天培地上に塗布、接種を繰り返すことにより、純度が高まり均一の微生物を単離す
ることができる。
【０００３】
　一般的な寒天培地の場合、培地中に約１．５％の寒天が含まれる。寒天培地は安価かつ
簡便に作成できる。また、寒天の主成分であるアガロースは微生物の栄養となりにくいた
め、培地中に含有される栄養分の調節が容易であり、培地を通じて微生物を選択すること
もできる。このため、寒天培地は微生物の単離、培養等において広汎に利用されている。
【０００４】
　これまでの知見によると、たいていの微生物は前述の寒天培地により培養できると考え
られていた。ところが、寒天培地の改良を進めるに際し、自然界に生育する微生物におい
て、寒天培地により単離し、培養することができる微生物は極めて少ないと考えられるよ
うになってきた。近年のＤＮＡ分析の発達により各種微生物をあらためて調査したところ
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、寒天培地により単離し、培養することができる微生物は、一説によると全種の１％程度
に過ぎないともいわれている。現状、寒天に含まれるアガロース等の成分がどのように微
生物の生育に影響を及ぼすのかは未だ明らかにされていない。
【０００５】
　このように、寒天培地による単離、培養が困難な微生物は「難培養性微生物」と称され
る。前記の難培養性微生物においても、汚染物質の分解等の環境改善作用、新規抗生剤等
の薬理作用、その他の有用な作用が期待され、未利用資源としての注目を集めている。難
培養性微生物は現実に存在しているにもかかわらず、寒天培地により単離できないことか
ら有効に活用されていない。
【０００６】
　そこで、寒天培地に依存しない器具、方法が提案されている（特許文献１参照）。特許
文献１では次のとおり開示される。微多孔膜の表面に微生物を捕集した後、捕集した面を
下向きにする。押さえリングとベースからなる微多孔膜支持体に微多孔膜を固定する。捕
集面の反対側の面に液体培地を接触させる。液体培地は微多孔膜を浸透することにより、
微生物に到達できる。培地養分を得た微生物は、微多孔膜の下側面にコロニーを形成する
ことになる。
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に開示の器具等の場合、培養時に微生物を接種した微多孔膜
の面を下側にひっくり返す必要がある。また、微多孔膜の上側に液体培地が滴下されるた
め、継代時の取り扱いが不便である。特に新規有用微生物のスクリーニングを行う際、一
般的に多検体を取り扱う必要がある。しかし、特許文献１に開示の器具により多検体を取
り扱うことは煩雑であり困難である。このため、特許文献１は寒天培地以外の培地への適
用例としては注目に値するものの、培養等の取り扱いやすさにおいて改善が望まれる構成
である。
【０００８】
　次に、液体培地における微生物培養に特化した培養装置も提案されている（特許文献２
参照）。特許文献２の装置は液体培地の培養槽中にポリフッ化ビニリデン等からなる多孔
性中空糸膜を垂らし、この中空糸膜内に微生物を注入して培養する形態である。当該培養
装置の使用により、微生物の単離培養の効率化が可能となった。特許文献２の装置を用い
て対象となる微生物を培養する場合、多孔性中空糸膜内に注入するときの微生物の濃度を
正確に管理する必要がある。また、装置を構成する部品数も多く複雑である。このことか
ら、操作が煩雑であり装置の導入に要する経費負担が増す。従って、安価に仕上げて多数
の試料を取り扱うことを想定すると不向きである。
【０００９】
　一連の経緯から、発明者らは液体培地における微生物培養に好適な培地部材を新たに開
発し、従前の課題を解消した（特許文献３参照）。当該培地部材は液体培地を吸液する浸
透台部と透過性膜部を備える。そのため、簡便な構造であることから安価である。また、
透過性膜部に採取した微生物等を播種することができ、液体培地による培養効率は大きく
向上した。
【００１０】
　その後、液体培地を利用しつつ、採取した微生物等のスクリーニング作業の効率化が検
討されてきた。この場合、微生物を含む試料や生育した微生物の採取、生育に必要な薬剤
の追加投与のため、分注等を効率良くしかも間違いなく実行する必要から、産業用ロボッ
トの利用が急務となっている。そこで、自動化処理への対応を可能にするべく、特許文献
３の培養部材をさらに改良発展させて新たな培養部材を完成させるに至った。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特許第４４３９８３７号公報
【特許文献２】国際公開ＷＯ２００７／０２３７１１
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【特許文献３】特開２０１２－２００１５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、前記の点に鑑みなされたものであり、寒天を含有しない液体培地を用いるこ
とにより寒天による生育阻害の影響を回避可能とし、しかも液体培地にみられる取り扱い
の煩雑さも解消し、さらには自動化処理へも対応可能な液体培地用足場部材を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　すなわち、請求項１の発明は、液体培地と接触し該液体培地を吸液して保持する浸透台
部と、前記浸透台部に載置され前記浸透台部に吸液された前記液体培地を透過させる半透
膜の透過性膜部と、前記透過性膜部と密着する板体であって前記板体に貫通穴部が形成さ
れている区画培養部とを備えることを特徴とする液体培地用足場部材に係る。
【００１４】
　請求項２の発明は、前記浸透台部が不織布である請求項１に記載の液体培地用足場部材
に係る。
【００１５】
　請求項３の発明は、前記浸透台部が再生セルロース繊維からなる不織布である請求項１
に記載の液体培地用足場部材に係る。
【００１６】
　請求項４の発明は、前記透過性膜部が再生セルロースフィルムの半透膜である請求項１
ないし３のいずれか１項に記載の液体培地用足場部材に係る。
【００１７】
　請求項５の発明は、前記区画培養部における前記貫通穴部は複数個形成されている請求
項１ないし４のいずれか１項に記載の液体培地用足場部材に係る。
【００１８】
　請求項６の発明は、前記区画培養部の板厚が少なくとも０．４ｍｍ以上である請求項１
ないし５のいずれか１項に記載の液体培地用足場部材に係る。
【００１９】
　請求項７の発明は、前記区画培養部が樹脂製部材である請求項１ないし６のいずれか１
項に記載の液体培地用足場部材に係る。
【００２０】
　請求項８の発明は、前記区画培養部の背面側に接着剤が塗布されて前記透過性膜部と密
着している請求項１ないし７のいずれか１項に記載の液体培地用足場部材に係る。
【発明の効果】
【００２１】
　請求項１の発明に係る液体培地用足場部材によると、液体培地と接触し該液体培地を吸
液して保持する浸透台部と、前記浸透台部に載置され前記浸透台部に吸液された前記液体
培地を透過させる半透膜の透過性膜部と、前記透過性膜部と密着する板体であって前記板
体に貫通穴部が形成されている区画培養部とを備えるため、寒天を含有しない液体培地を
用いることにより寒天による生育阻害の影響を回避可能とし、しかも液体培地にみられる
取り扱いの煩雑さも解消することができる。
【００２２】
　請求項２の発明に係る液体培地用足場部材によると、請求項１の発明において、前記浸
透台部が不織布であるため、毛細管現象を利用して効率よく液体培地を吸収することがで
きる。
【００２３】
　請求項３の発明に係る液体培地用足場部材によると、請求項１の発明において、前記浸
透台部が再生セルロース繊維からなる不織布であるため、生物種に与える影響が少ない点
で周知である。しかも、広汎に流通しており安価に調達することができる。
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【００２４】
　請求項４の発明に係る液体培地用足場部材によると、請求項１ないし３のいずれかの発
明において、前記透過性膜部が再生セルロースフィルムの半透膜であるため、液体培地に
溶解している各種の栄養成分等を膜全体に偏りなく透過させることが可能となる。さらに
、広汎に流通しており、生物種に与える影響が少なく低廉に入手できる利点がある。
【００２５】
　請求項５の発明に係る液体培地用足場部材によると、請求項１ないし４のいずれかの発
明において、前記区画培養部における前記貫通穴部は複数個形成されているため、公知の
多穴のウェルプレートを模した形態となり、自動化処理へも対応可能となる。
【００２６】
　請求項６の発明に係る液体培地用足場部材によると、請求項１ないし５のいずれかの発
明において、前記区画培養部の板厚が少なくとも０．４ｍｍ以上であるため、貼着作業の
容易さと部材自体の剛性が充足できる。
【００２７】
　請求項７の発明に係る液体培地用足場部材によると、請求項１ないし６のいずれかの発
明において、前記区画培養部が樹脂製部材であるため、成型加工が容易であり自在に貫通
穴部を形成できる。
【００２８】
　請求項８の発明に係る液体培地用足場部材によると、請求項１ないし７のいずれかの発
明において、前記区画培養部の背面側に接着剤が塗布されて前記透過性膜部と密着してい
るため、個々の貫通穴部は完全に独立させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の第１実施形態の液体培地用足場部材の分解斜視図である。
【図２】透過性膜部を貼り合わせる時の斜視図である。
【図３】第１実施形態の液体培地用足場部材の部分断面図である。
【図４】第１実施形態の液体培地用足場部材の使用時の模式図である。
【図５】第１実施形態の液体培地用足場部材の包装時の斜視図である。
【図６】他の実施形態の液体培地用足場部材の斜視図である。
【図７】実施例７の液体培地用足場部材の写真である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　一般に培養生物種の播種（接種）、継代等の利便性、保存の容易さ等から培養液をゲル
化することにより半固体状の寒天培地が用いられる点は、背景技術にて述べたとおりであ
る。特に微生物等の生物種の場合、コロニー形成により固着する種が大半である。この場
合、培養容器の底部に固着させることも可能であるものの、呼吸や代謝の関係から完全に
液体培地内の生育は難しい。そこで、本発明の液体培地用足場部材は、液体培地に代表さ
れる流動性の高い培地においても培養対象となる生物種の培養を可能とする足場となるた
めの部材である。
【００３１】
　本発明の液体培地用足場部材１０Ａ及びその使用態様について、図１の分解斜視図を用
いながら順に説明する。第１実施形態の液体培地用足場部材１０Ａは、シャーレ内に設置
され、培養に供される使用例である。皿部１内に培養に必要な適量の液体培地３が注液さ
れる。そして、皿部１内に浸透台部１１が備えられ、当該浸透台部１１の直上に透過性膜
部１５が載置される。そして、透過性膜部１５の直上にこの透過性膜部１５と密着する区
画培養部２０が備えられる。区画培養部２０は板体であり、その板体には貫通穴部２３が
形成されている。最終的には、皿部１を覆う蓋部２が被せられる。従って、図示の例の液
体培地用足場部材１０Ａは、浸透台部１１、透過性膜部１５、及び区画培養部２０を備え
て構成される。
【００３２】
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　浸透台部１１は液体培地３と接触している。この液体培地３は浸透台部１１内に毛細管
現象により吸液されて行き渡り同浸透台部の全体に保持される。そのため、浸透性ある材
質である限り特段限定されない。オートクレーブ等による加熱殺菌を考慮すると、耐熱性
材料であることがより好ましい。液体培地用足場部材では、透過性膜部１５の上面は液体
培地３の液面よりも高い位置に置かれる（図３参照）。透過性膜部１５上で培養されてい
る生物種等の流出は抑えられることに加え、液体培地による水分過剰も抑制される。そこ
で、液体培地用足場部材１０自体が液体培地３中に埋没することを避けるため、浸透台部
１１は適度な厚さが必要となる。例えば、所定厚さの脱脂綿、濾紙を重ねた板体、ポリウ
レタンのスポンジ状物である。加えて、綿、麻、羊毛等の織布、これら織布の重ね合わせ
も用いることができる。
【００３３】
　さらに、浸透台部１１は不織布から形成される。不織布は繊維の織り目を有せず不均一
であるため、いったん吸液された後に毛細管現象を生じさせやすく、液体培地の吸収効率
は高い。不織布の材質は繊維状物である限り広汎に使用可能である。例えば、ポリアミド
繊維、ポリエステル繊維、アクリル樹脂、ポリエチレン繊維やポリプロピレン繊維の合成
樹脂繊維等の不織布、さらにはフェルト生地が挙げられる。合成樹脂繊維は耐薬品性に優
れて、安価かつ熱にも強い。また、フェルト生地も安価である。不織布への形成方法は公
知手法が用いられ適宜である。
【００３４】
　その中でも、浸透台部１１は再生セルロース繊維からなる不織布から形成される。再生
セルロース繊維からなる不織布は、例えば、ビスコース法による不織布製造の場合、主に
木材由来のパルプを水酸化ナトリウム等のアルカリ溶液に浸漬した後、二硫化炭素を添加
して硫化し、さらにアルカリ溶解によりビスコースに調製して熟成後、硫酸等の酸溶液中
へ繊維状に吐出するとともに重ね合わせる。そこで凝固反応が生じセルロースのみの繊維
による布状物を得ることができる。再生セルロース繊維は全てセルロースから形成される
ため、寒天のアガロースよりも培養対象となる生物種に与える影響が少ないと予想される
。また、再生セルロース繊維からなる不織布は広汎に流通している素材であり、生物種に
与える影響が少ない点で周知である。しかも、安価に調達することができる。
【００３５】
　浸透台部１１に載置される透過性膜部１５は、オートクレーブ等による殺菌時の耐熱性
とともに浸透台部１１を通じて毛細管現象により吸液された液体培地の透過性を考慮した
材料が選択される。具体的には、溶解している糖分（炭素源）、各種ペプトンや酵母エキ
ス等の窒素源、塩類（各種金属成分）、その他、アミノ酸やビタミン類等の低分子化合物
、成長促進因子や成長阻害因子、抗生物質等を透過させる性質が求められる。例えば、メ
ンブレンフィルターや限外濾過膜等が挙げられる。これらでは膜の開孔を通じて培地の栄
養成分が供給される。このため、供給される培地中の成分に偏りが生じることがある。ま
た、過大に液体培地が供給されることによって、培養中の生物種が流出してしまうおそれ
もある。
【００３６】
　この点から、透過性膜部１５には半透膜が用いられる。浸透台部１１を通じて毛細管現
象により吸液された液体培地を透過させる必要からである。半透膜は、前述のとおり、液
体培地に溶解している各種の栄養成分等を膜全体に偏りなく透過させることが可能である
。また、透過性膜部１５上に接種、培養される生物種（微生物）が当該透過性膜部を通り
抜けて浸透台部１１に侵入することも抑制できる。半透膜の具体例として、アセチルセル
ロース膜、ポリアクリロニトリル膜、フッ素樹脂膜、ポリエステル系ポリマーアロイ膜、
コラーゲン膜等が例示される。
【００３７】
　前出のコラーゲン膜等の半透膜は高価格であり素材的に脆弱である。そこで、前述の透
過性膜部１５については、再生セルロースフィルムの半透膜、すなわちセロハンフィルム
が用いられる。再生セルロースフィルムの半透膜（セロハンフィルム）は、前述の再生セ
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ルロース繊維からなる不織布と同じ構成成分である。ビスコースに調製して熟成後、硫酸
等の酸溶液中へ膜状に吐出することによりフィルム化する点が異なるのみである。再生セ
ルロースフィルムの半透膜（セロハンフィルム）も全てセルロースから形成されるため、
寒天のアガロースよりも培養対象となる生物種に与える影響が少ないと予想される。特に
、セロハンフィルムは低廉に入手できる利点が大きい。
【００３８】
　図示から明らかであるように、透過性膜部１５と密着する区画培養部２０は板状（板体
）であり、貫通穴部２３が複数個形成される。つまり、本発明の液体培地用足場部材１０
Ａは公知の多穴のウェルプレート等を模した形態となる。そこで、培養対象の微生物や細
胞は個々の貫通穴部２３内の透過性膜部１５上に播種（接種）される。そのため、貫通穴
部２３には一定の深さが必要である。区画培養部２０の成型性、透過性膜部１５との貼着
作業の容易さ、部材自体の剛性（丈夫さ）等が考慮されて区画培養部２０の板厚は規定さ
れる。この区画培養部２０の板厚は、少なくとも０．４ｍｍ以上、好ましくは１ｍｍ以上
、さらに好ましくは２ｍｍ前後である。区画培養部２０の板厚の上限は特段制限されない
。ただし、板厚を増し過ぎると後述する成型加工が難しくなる。また、浸透台部１１の厚
さも加わるため、液体培地用足場部材がシャーレ等に収まりきらなくなる。そのため、区
画培養部２０の板厚は概ね１５ｍｍが上限とされる。
【００３９】
　区画培養部２０は好ましくは樹脂製部材により形成される。樹脂製部材の加工時の利便
性は高く、自在に貫通穴部を形成できる。区画培養部２０の材質樹脂の種類には特段の制
約は無い。一般に成型加工容易な樹脂種から選択される。区画培養部２０は、オートクレ
ーブ等による殺菌を考慮すると、容易に熱変形しない耐熱性樹脂から選択される。なお、
ガンマ線殺菌等の場合には、特段の耐熱性までは必要とされない。
【００４０】
　区画培養部２０には、熱可塑性樹脂としては、ポリエチレン樹脂（高密度ポリエチレン
樹脂、高分子量ポリエチレン）、ポリプロピレン樹脂、ポリエチレンテレフタレート（Ｐ
ＥＴ）樹脂、ポリアミド樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、アクリル樹
脂、ポリイミド樹脂、またはポリウレタン樹脂等が例示される。熱硬化性樹脂としては、
フェノール樹脂、ジアリルフタレート樹脂、ユリア（尿素）樹脂、メラミン樹脂、エポキ
シ樹脂、シリコーン樹脂、ポリイミド樹脂、またはポリウレタン樹脂等が例示される。
【００４１】
　ここで、相互間の接合等について述べる。透過性膜部１５は浸透台部１１に載置するだ
けでも、液体培地３の水分や栄養分が浸透する。従って、特段、相互間の接合までは要求
されない。区画培養部２０は透過性膜部１５上に載置されるばかりではなく、相互に密着
される。区画培養部２０は複数の貫通穴部２３を備えている。このため、一つの貫通穴部
に播種された微生物が周囲の貫通穴部に入り込むと正確な実験を行うことができない。そ
こで、個々の貫通穴部同士を完全に独立させる必要があるためである。具体的には、図２
の斜視図に示すように、接着剤３０が区画培養部２０の底面２２に均等に塗布される。そ
して、透過性膜部１５は区画培養部２０の底面２２に貼着される。符号２１は区画培養部
２０の上面である。
【００４２】
　接着剤３０は、樹脂接着や加工に使用される樹脂系接着剤が使用される。接着剤３０は
、例えば、エポキシ樹脂系、アクリレート樹脂系、さらにはエチレン酢酸ビニル樹脂等の
各種の樹脂成分から選択される。むろん、これら以外にも、十分な接着能力が発揮され、
かつ殺菌時の耐熱性が充たされている種類であれば特段限定されない。ただし、培養対象
となる生物種の生育に影響を与えない樹脂成分にする必要がある。
【００４３】
　図３の部分縦断面の概略図は液体培地用足場部材１０Ａにおける皿部１、浸透台部１１
、透過性膜部１５、及び区画培養部２０の位置関係を示す。図示ではシャーレの蓋部２（
図１参照）を省略している。シャーレの皿部１に浸透台部１１の台底部１２が接する。皿
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部１内の液体培地３は浸透台部１１内に浸透して毛細管現象により台上部１３まで到達す
る。浸透台部１１の台上部１３と透過性膜部１５の膜部下面１６は接しているため、液体
培地は透過性膜部１５も透過して膜部上面１７に染み出す。そして、培地養分は区画培養
部２０の貫通穴部２３に到達し、培養対象となる生物種は透過性膜部１５を介して栄養分
や塩類等を得ることができる。
【００４４】
　透過性膜部１５は浸透台部１１とともに安定し、しかも区画培養部２０に透過性膜部１
５は貼着しているため、増殖のための足場となり得る。なお、透過性膜部１５は浸透台部
１１に生育に影響を与えない成分のバインダ（接着剤）を用いて貼着してもよい。あるい
は透過性膜部１５自身の吸水に伴い浸透台部１１と貼着される場合がある。再生セルロー
スフィルムの半透膜（セロハンフィルム）は液体培地の水分を吸収して湿潤化し、適度に
粘性を帯びるため浸透台部との貼り付きも良くなる。この点からもセロハンフィルムは優
れている。
【００４５】
　図示の培養対象の生物種は微生物である。微生物のコロニーＣが、区画培養部２０の貫
通穴部２３内の透過性膜部１５上の膜部上面１７に複数形成されている。微生物は酵母、
糸状菌等の真核生物に限らず、原核生物、古細菌、または未培養微生物も想定される。ま
た、バクテリオファージに感染したＥ．ｃｏｌｉ．やＢａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．等のウイ
ルス感染した菌類、遺伝子組み換えや遺伝子導入、その他の形質転換を行った菌類も想定
される。特に、これまで未解明であったアガロースの影響を軽減したい場合に効果的であ
る。また、好温菌、好熱菌等の高温培養条件下等、寒天培地の硬さを維持することができ
ない状況下における培養にも有効である。むろん、培養対象となる生物種は微生物に限ら
れることなく、動植物のプランクトン、原生動物、藻類、または動植物の組織細胞等も想
定される。
【００４６】
　通常、一般的に使用されるような寒天培地を用いた培養では、経時的に培地自体を取り
替えることは不可能である。しかし、液体培地の場合、培養途中での培地交換は容易であ
る。従って、消費成分や生成産物等を分析し代謝等の経時的な変化を追跡する上でも都合
良い。また、既に述べているように、寒天を用いない液体培地を使用しているにもかかわ
らず、透過性膜部により寒天培地の固体面を代用できる。このため、従前の寒天培地を用
いた際と取り扱いやすさが大きく変わることなく、培養作業に従事する者の作業効率への
影響は少ない。
【００４７】
　図４の模式図は、液体培地用足場部材１０Ａの使用事例である。図４（ａ）では、予め
微生物等の生物種が区画培養部２０の貫通穴部２３内に播種（接種）され、同部位で培養
されている。そこに、分注器具４０により、溶液が個々の貫通穴部２３内へ所定量注入（
注液）される。分注用の溶液は任意であり、栄養液、抗生剤、染色液、抗体試薬、蛍光試
薬、ラジオアイソトープ標識試薬等が挙げられる。分注対象の区画培養部２０の貫通穴部
２３は、行と列の格子点上の配置であり、各配置は極めて規格化されている。後記の実施
例においては、貫通穴部２３は１０行・１０列の計１００個形成（穿設）される。
【００４８】
　図示の例の分注器具４０は複数に分岐した先端を備えており、それぞれに交換チップ４
１が装着される。各交換チップ４１内に溶液が保持可能である（マルチチャンネル対応型
等）。図示の分注器具４０の使用により、溶液は一度の処理で複数の貫通穴部２３内へ注
入される。当該分注処理は人手によるほか、クリーンベンチや安全キャビネット内に設置
された作業ロボット等によっても実行可能である。従って、液体培地用足場部材１０Ａは
ハイスループット等の大規模処理にも有効に対応できる構造である。これにより、今まで
以上に培養や単離の効率化が向上し得る。
【００４９】
　図４（ｂ）の模式図は区画培養部２０の上面２１を示す。液体培地用足場部材１０Ａを
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使用して微生物等の生物種を区画培養部２０の貫通穴部２３内に播種（接種）して培養し
た状態である。そこで、例えば、前掲図４（ａ）のとおり、貫通穴部２３内に標識試薬ま
たは染色液等を分注した結果、いくつかの貫通穴部２３において変色が生じたコロニー２
４である。図示から容易に理解されるように、液体培地用足場部材１０Ａは既存の多穴の
ウェルプレートに近似した形態を備えているため使い勝手がよい。例えば、液体培地用足
場部材のまま、計測機器等に挿入したり保管したりすることもでき、作業の効率化が図ら
れる。
【００５０】
　例えば、ある貫通穴部２３内において優勢となって増殖した微生物は容易に隣接する貫
通穴部２３内と交雑し難くなる。従って、それぞれの貫通穴部２３内に着目して分取と培
養を繰り返すことによって比較的容易に目的とする微生物の単離が可能となり、スクリー
ニングの効率を高めることができる。さらには、同一の液体培地を共有しながら、区画培
養部２０の貫通穴部２３内に異種の微生物を培養することもできる。
【００５１】
　加えて、図４（ｂ）の模式図のとおり、区画培養部２０の上面２１に表示部２７を備え
ることができる。表示部２７は数字、アルファベット、さらには各種記号等から構成され
る。図示の例では、１ないし１０の数字とＡないしＪのアルファベットとしている。表示
部２７は複数の貫通穴部２３の位置を特定する際に利用される。
【００５２】
　図５の斜視図は１個の液体培地用足場部材１０Ａを樹脂製の包装袋５０内に収容して開
口部分を封止した状態である。いわゆる、包装時及び販売時を想定した形態の一例である
。このように包装袋内に収容して密封すると、液体培地用足場部材１０Ａの生物汚染が抑
制される。また、包装袋５０内に液体培地用足場部材１０Ａを収容した状態のまま、ガン
マ線殺菌や加熱殺菌等の殺菌処理に供することも想定できる。従って、保管時等の清浄度
は高いまま維持される。なお、包装袋５０内の液体培地用足場部材１０Ａの収容数には制
限はなく、使用規模に応じて適宜である。
【００５３】
　図６（ａ）は第２実施形態の液体培地用足場部材１０Ｂの斜視図である。液体培地用足
場部材１０Ｂは浸透台部１１、透過性膜部１５、及び区画培養部２０Ｂから構成される。
これらは、既述の液体培地用足場部材１０Ａと同様である。ただし、区画培養部２０Ｂの
特徴として、貫通穴部２３を１箇所のみ備える形態、大きさである。液体培地用足場部材
１０Ｂの用途としては、例えば、直径３ｃｍ程度のシャーレまたは６穴の培養プレート（
ウェルプレート）等内に設置する使用が想定される。
【００５４】
　図６（ｂ）は第３実施形態の液体培地用足場部材１０Ｃの斜視図である。液体培地用足
場部材１０Ｃは浸透台部１１、透過性膜部１５、及び区画培養部２０Ｃから構成される。
これらも、液体培地用足場部材１０Ａと同様である。ただし、この例の区画培養部２０Ｃ
は、前出の区画培養部２０Ａ、２０Ｂとも異なる形状である。図示では、貫通穴部２３が
単列状に配置されている。第３実施形態の液体培地用足場部材１０Ｃは、設置数を増減さ
せることにより種々の大きさの培養容器に対応することができる。例えば、Ｔフラスコ等
の口部分の狭小の容器内への出し入れも可能となる。
【実施例】
【００５５】
　［液体培地用足場部材の作製］
　実施例１ないし７の液体培地用足場部材の作製に際し、浸透台部及び透過性膜部を共通
とした。浸透台部として再生セルロース繊維からなる不織布（フタムラ化学株式会社製，
ＴＣＦ＃４０８，合計の厚さ１０ｍｍ）を使用し、透過性膜部として再生セルロースフィ
ルムの半透膜、いわゆるセロハンフィルム（フタムラ化学株式会社製，ＰＬ＃３００，膜
厚１８μｍ）を使用した。
【００５６】
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　　〈実施例１〉
　立体造形装置（３Ｄプリンタ）と同装置に適合した専用アクリル樹脂を使用して、貫通
穴部を１０個×１０個の格子点状に備えた板状物に形成した。硬化後の厚さは０．４ｍｍ
、一辺５ｃｍの正方形とし、貫通穴部の直径は３．８ｍｍとした。こうして作製した区画
培養部の裏面側に接着剤としてエポキシ樹脂（スコッチ社製，プレミアゴールドスーパー
多用途）を塗工し、ここにセロハンフィルムを貼着した。そして、常温下にて静置し接着
剤を硬化した。最終的に、浸透台部（再生セルロース繊維不織布）に、セロハンフィルム
貼着済み区画培養部を重ね実施例１の液体培地用足場部材を得た。
【００５７】
　　〈実施例２〉
　実施例１の立体造形装置（３Ｄプリンタ）と同装置に適合した専用ポリアミド樹脂（ナ
イロン樹脂）を使用して、貫通穴部を１０個×１０個の格子点状に備えた板状物に形成し
た。硬化後の厚さは０．５ｍｍ、一辺５ｃｍの正方形とし、貫通穴部の直径は３．８ｍｍ
とした。こうして作製した区画培養部の裏面側に実施例１と同一の接着剤を塗工し、ここ
にセロハンフィルムを貼着した。そして、常温下にて静置し接着剤を硬化した。最終的に
、浸透台部（再生セルロース繊維不織布）に、セロハンフィルム貼着済み区画培養部を重
ね実施例２の液体培地用足場部材を得た。
【００５８】
　　〈実施例３〉
　実施例１と同一のアクリル樹脂を用い、立体造形装置（３Ｄプリンタ）を使用して貫通
穴部を１０個×１０個の格子点状に備えた板状物に形成した。硬化後の厚さは０．４ｍｍ
、一辺５ｃｍの正方形と、貫通穴部の直径は３．８ｍｍとした。こうして作製した区画培
養部の裏面側に接着剤としてエポキシ系の紫外線硬化樹脂（協立化学産業株式会社製，８
２０ＳＥＬ）を塗工し、ここにセロハンフィルムを貼着した。そして、常温下、紫外線を
３０００ｍＪ／ｃｍ2の条件で照射して接着剤を硬化した。最終的に、浸透台部（再生セ
ルロース繊維不織布）に、セロハンフィルム貼着済み区画培養部を重ね実施例３の液体培
地用足場部材を得た。
【００５９】
　　〈実施例４〉
　実施例２と同一のポリアミド樹脂を用い、立体造形装置（３Ｄプリンタ）を使用して貫
通穴部を１０個×１０個の格子点状に備えた板状物に形成した。硬化後の厚さは０．５ｍ
ｍ、一辺５ｃｍの正方形と、貫通穴部の直径は３．８ｍｍとした。こうして作製した区画
培養部の裏面側に接着剤として実施例３と共通の紫外線硬化樹脂を塗工し、ここにセロハ
ンフィルムを貼着した。そして、常温下、実施例３と同一の条件下で紫外線を照射して接
着剤を硬化した。最終的に、浸透台部（再生セルロース繊維不織布）に、セロハンフィル
ム貼着済み区画培養部を重ね実施例４の液体培地用足場部材を得た。
【００６０】
　　〈実施例５〉
　実施例１と同一のアクリル樹脂を用い、立体造形装置（３Ｄプリンタ）を使用して貫通
穴部を１０個×１０個の格子点状に備えた板状物に形成した。硬化後の厚さは２．０ｍｍ
、一辺５ｃｍの正方形と、貫通穴部の直径は３．８ｍｍとした。こうして作製した区画培
養部の裏面側に接着剤として実施例３と共通の紫外線硬化樹脂を塗工し、ここにセロハン
フィルムを貼着した。そして、常温下、実施例３と同一の条件下で紫外線を照射して接着
剤を硬化した。最終的に、浸透台部（再生セルロース繊維不織布）に、セロハンフィルム
貼着済み区画培養部を重ね実施例５の液体培地用足場部材を得た。
【００６１】
　　〈実施例６〉
　実施例２と同一のポリアミド樹脂を用い、立体造形装置（３Ｄプリンタ）を使用して貫
通穴部を１０個×１０個の格子点状に備えた板状物に形成した。硬化後の厚さは２．０ｍ
ｍ、一辺５ｃｍの正方形と、貫通穴部の直径は３．８ｍｍとした。こうして作製した区画
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培養部の裏面側に接着剤として実施例３と共通の紫外線硬化樹脂を塗工し、ここにセロハ
ンフィルムを貼着した。そして、常温下、実施例３と同一の条件下で紫外線を照射して接
着剤を硬化した。最終的に、浸透台部（再生セルロース繊維不織布）に、セロハンフィル
ム貼着済み区画培養部を重ね実施例６の液体培地用足場部材を得た。
【００６２】
　　〈実施例７〉
　実施例２と同一のポリアミド樹脂を用い、立体造形装置（３Ｄプリンタ）を使用して貫
通穴部を１０個×１０個の格子点状に備えた板状物に形成した。硬化後の厚さは２．０ｍ
ｍ、一辺５ｃｍの正方形と、貫通穴部の直径は３．８ｍｍとした。こうして作製した区画
培養部の裏面側に接着剤としてポリオレフィン樹脂系のホットメルト樹脂（三洋貿易株式
会社製，３５６Ｐ）を塗工し、ここにセロハンフィルムを貼着した。そして、常温下、静
置して接着剤を硬化した。最終的に、浸透台部（再生セルロース繊維不織布）に、セロハ
ンフィルム貼着済み区画培養部を重ね実施例７の液体培地用足場部材を得た。
【００６３】
　［作製結果］
　実施例１，２の液体培地用足場部材は、薄い板厚ながら貫通穴部は深さを備えるため、
穴状の機能を備える。なお、当該板厚（０．４ｍｍ）を下回ると区画培養部自体の樹脂成
型、貼着加工等が難しくなることに加え、部材の耐久性も低下するおそれがある。そこで
、少なくとも０．４ｍｍ以上の板厚は必要と想定した。
【００６４】
　実施例３，４は接着剤の種類を変更した例である。特に、紫外線硬化樹脂としたことに
より、区画培養部等に生じる撓み変形がより減少した。実施例１，２の液体培地用足場部
材では、水分の影響からセロハンの変形を一部で確認した。
【００６５】
　実施例５，６，７は区画培養部の板厚を厚くした例であり、区画培養部自体の剛性から
変形はほとんどなく形状は最も安定している。また、これらの貫通穴部は十分な深さを備
え、ピペット等による注入作業も容易であることから、良好な作業性が確保される。
【００６６】
　参考として実施例７の液体培地用足場部材を写真撮影した。図７の写真は、浸透台部（
再生セルロース繊維不織布）にセロハンフィルム貼着済み区画培養部を重ねた実施例７の
液体培地用足場部材を表し、かつ、全体をシャーレの皿部（内直径８．５ｃｍ）内に収容
した状態である。写真上は見えにくいものの、行方向に１ないし１０の数字、列方向にＡ
ないしＪのアルファベットの表示部を凸状に形成した。なお、写真では上蓋、液体培地は
省略した。
【００６７】
　［採取と培養］
　発明者らは液体培地用足場部材の実効性を検証するべく、培養生物種を微生物として培
養を試みた。検証の微生物は国立大学法人筑波大学（茨城県つくば市内）の大学構内の池
水から採取した。
【００６８】
　液体培地用足場部材には、実施例７を使用した。浸透台部（再生セルロース繊維不織布
）をオートクレーブにより加熱殺菌した。同様に、セロハンフィルム貼着済み区画培養部
もオートクレーブにより加熱殺菌した。こうして、部材毎に分けることによって実施例７
の液体培地用足場部材の全ての部材を殺菌した。
【００６９】
　液体培地はＲ２Ａ粉末培地（日本製薬株式会社製）を仕様の濃度に調製して使用した。
当該液体培地を滅菌済みプラスチックシャーレ（内直径８．５ｃｍ）内に所定量ずつ分注
した。ただし、シャーレ内の液体培地の液面は液体培地用足場部材の浸透台部の台上部よ
りも低い適切な位置とした。
【００７０】
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　前出の大学構内にて採取した池水を滅菌水により適宜希釈した。分注器具（ギルソン社
製，ピペットマン）を使用してこの希釈水を２μＬずつ、実施例７の液体培地用足場部材
の全ての貫通穴部内底部の再生セルロースフィルムの半透膜（セロハンフィルム）に分注
し、接種操作とした。その後、シャーレの上蓋を被せて加湿状態で３０℃、４８時間、イ
ンキュベータを用いて培養した。
【００７１】
　前述の培養後、液体培地用足場部材を目視により観察した。変色した貫通穴部は増殖し
た微生物のコロニーであった。このことから、微生物の培養に有効であることを確認した
。液体培地用足場部材では、微生物の播種（接種）の作業に既存の分注器具を使用でき、
しかも、貫通穴部は規格化された格子点状の配置であることから、分注等の連続操作にも
適する。それゆえ、液体培地用足場部材のハイスループット処理へ期待は大きい。さらに
、寒天等のゲル状の培地を調製する必要はなく、液体培地のまま培養することができる。
従って、培地調製の簡素化とともに、全体的な作業効率の向上に貢献できる。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明の液体培地用足場部材を採用することにより、液体培地のみでも、比較的安価か
つ簡便に培養が簡単にできることを示した。そこで、寒天培地の代替としての意義が大き
く、規模拡大による産業上の利用可能性は大いに期待できる。加えて、部材を規格品化す
ることで自動化処理への適用も可能であり、従前の寒天培地では生育することができなか
った難培養性微生物等の未利用生物資源の研究をより活性化できる。
【符号の説明】
【００７３】
　　　１　シャーレの皿部
　　　２　シャーレの蓋部
　　　３　液体培地
　　１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ　液体培地用足場部材
　　１１　浸透台部
　　１２　台底部
　　１３　台上部
　　１５　透過性膜部
　　１６　膜部下面
　　１７　膜部上面
　　２０，２０Ｂ，２０Ｃ　区画培養部
　　２１　区画培養部の上面
　　２２　区画培養部の下面
　　２３　貫通穴部
　　２７　表示部
　　３０　接着剤
　　４０　分注器具
　　５０　包装袋
　　　Ｃ　微生物のコロニー
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